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旗常気象保噺  東京海上火災保険   

収革減、 
ユーザーに応じ、商品設計  編集部   

東京海上火災保険が異常気象保険「ウェザ  

ープロテクション」を売り出したのは昨年5  

月のことでした。≠護送船団方式〝がなくな  

り、新たな分野への参入を狙った意欲的な保  

険です。日本で初めての保険とあって、まだ、  

あまりなじみはありませんが、既に10件の成  

約を見ていこ圭一。  

平準化」をねらったものです。   

対象としては電力・ガス会社、飲料・食品  

会社、衣料会社、▲ さらにはテーマパークなど  

「天候によってご業績に大きな影響が出るあら  

ゆる業種」を考えています。例えば、今年、  

猛暑でテーマパークの入りが悪かったと伝え  

られていますが、実はテーマパークの最大の  

敵は雨です。そ土で、気温、■雨など各種気象  

条件を組み込んで商品を設計します。   

当然のこととして、異常気象保険は「オー  

ダーメード商品」となります。それぞれの企  

業の実情に応じて商品設計をし「最適なリス  

クヘッジプログラム」を提供するという仕組  

みです。  ．＿二  

ー朱E聾替  
きっか   

きっかけは米国の電力商社が開発した電力  

取引でした。米国では電力価格は固定化して  

おらず、季節によって電力価格が上下します。  

電力会社は夏場以外は赤字で、それを夏の暑  

さによる需要増と価格上昇で一気に取り戻す  

という収益構造になっています。ところが、  

冷夏にな－る・と、需要は増えず、価格は上がら  

ず、利益を得ることができず、通年では大幅  

赤字になりかねません。そこで、1年を通じ  

て安定した利益を上げられるよう、電力会社  

間の取引が考案さ、れました。そのコンセプト  

を利用したのが異常気象保険「ウェザープロ  

テクション」というわけです。   

この保険は単に気温だけでなく、風、1降水  

量、日月引］数、積雪量など各種の気象変動に  

より、企業などが被った収益の減少、かかっ  

た費用、対策費などを補償します。企業にと  

って業績がぶれることは株価にも響き、好ま  

しくありません。そこで、「利用企業の利益の  

損害   

異常気象保険が天候デリバティブと異なる  

点は天候デリバティブは一定の条件を満たせ  

ば、ユーザーは損失の有無にかかわらず、お  

金を受け取れるのに対し、異常気象保険はあ  

くまで「実損を補償する」という点にありま  

す。例えば「夏の平均気温が平年より2℃下  

がったらお金を受け取れる」というのが天候  

デリバティブなら、異常気象保険は「気温が  

低下して、損が出たらそれを補償する。しか  

し、損が出なければ楠償しない」というのが  

コンセプトです。   

そこで東京海上火災保険では損害額の算定  
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た時に支払える資金力」、「それを保証する信  

用力」が大きな武器になって早ます。陣に重  

要なのが気象条件が変わったらいく七の損失  

が出るかの算出です。東京海上火災はコシピ  

ー・ターを使っ耳㌢スクを計草するソフ卜を  

繭発、さ 

こ・の分野に乗り出したわこけですb実際の取引  

手法としては「プットオプションの売り」と  

いう形をとっています。これですと「一定の  

条件を設定、それを超えた分について支払う」  

ということになり、その条件の設定が収益を  

左右することになります。   

同社は世界の保険ビジネスが集中するバー  

ミューダ諸島にこの4月に事務所を開設しま  

した。世界の最先端の動きをキャッチすると  

ともに、自らのノウハウを発信、新たなヘッ  

とする気象事象とてん補する損害の確定  
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方法として「収益減少額を起算数字として損  

害額を算出する方法」と「インデックスを使  

用して損害額を算出する方法」をとっていま  

す。このうち、収益減少額を起算数字として  

損害額を算出する方法は「収益減少額×利益  

率－てん補期間中に支出を免れた付保経常  

費」という形の数式をとります。   

算出に必要なデータとしては、  

①対象とする営業・公共のサービス内容  

②対象とする気象変動んリスク  

③補償の対象となる営業利益の金額、気象変   

動リスクの具体的イメージ  

④最低過去10年間の財務諸表  

などがあります。   

異常気象保険は保険ですから損が出た場合、  

保険会社がそのリスクをすべて被ります。も  

ちろん、再保険という仕組みで保険会社はリ  

スクを分散できますが、「この分野の再保険は  

ようやくできつつある段階」で、まだ完全で  

はありません。   

それだけに、この保険を生み出すには「リ  

スクに対する綿密な計算」と「リスクが生じ  

米国では3  

異常気象と天候デリバティブを合わせた市場  

規模（＝想定元本）はまだ100億円以下です  

が、米国では既に3，000億T4，000億円に達し  

ているとのことです。をれだけに、今後、日  

本でも急成長が見込まれ、「3年後には米国並  

みの規模になる」と見ています。   

また、米国では先物市場が発達、最後の引  

き受け手（＝ラストリゾー ト）になっていま  

す。日本でも商品取引所法が改正され、天候  

デリバティブなど無形商品の上場ができるよ  

う計画しています。東京海上火災保険では「異  

常気象関係の先物市場ができるのは流砂性を  

高める・ので歓迎」としており、もし、先物市  

場ができれば利用する可能性もあるとしてい  

ます。うまくいけば、日本でもヘッジ商品と  

先物取引が互いに補完し合って成長する状況  

が生まれるかもしれません。  

FUTURES REPORT27■2000   


	img-325161746.pdf
	img-325161738.pdf

